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【バージョンアップ提供終了のお知らせ】

処理ファイル 建設業申請のバージョンアップは、Ver.10.00.31(建
設業申請Ver.12.00)での、2021年6月時点で確認されている様式
対応をもって提供を終了いたします。

詳細につきましては、下記リンク先をご参照ください。

◆「台帳」建設業申請/経審申請の最終対応と提供終了のお知らせ

https://www.cells.co.jp/daityo-s/archives/153815
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事務所情報の登録

事務所情報他→事務所情報をクリックして事務所情報を登録します。
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• 行政書士欄と社労士欄を兼用しているため、行政書士の登録情報へ置き換えて登録してください。



事業所台帳の作成
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ＭＥＮＵ処理→新規台帳の作成をクリックして

事業所台帳を作成します。

会社名に会社名を入力、ファイル名に会社略称

名を入力して作成ボタンをクリック→表にカー
ソルを置いて登録ボタンをクリックします。
終了枠の登録ボタンをクリックすると台帳
MENU画面に戻ります。
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• 会社名は後から変更可能です。
※ファイル名も変更できますが、保存データが読み込めなくなる可能性があります。

• 台帳ＭＥＮＵ関係処理では、システム起動時の設定や表の色や文字色を変更できます。

• ファイル名に記号文字（例：㈱、㈲、カッコ）、半角カナ文字などは避けてください。



カーソルを置いてダブルクリックすると

事業所台帳が起動します。

会社情報、個人情報に顧問先の情報を登録します。
本ソフトは会社情報と個人情報のみ利用します。

会社情報、個人情報のデータを変更したら、
必ず「終了」をクリックして保存して終了
してください。

本ソフトは会社情報と個人情報のデータを

利用しておこないます。給与データやツール

ボタンは利用しません。

事業所台帳の起動と概要
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• 建設業の書類作成には、事業所台帳の会社情報・個人情報を使用します。ここへ登録せずに「建設業申請」機能で帳票を作成す
る段階で登録しても構いません。

• 個人情報に社保の取得日等の情報が登録されていれば、ツールボタンから社会保険料を計算できます。

• 一括有期事業の工事データの登録が可能で、一括有期事業開始届も作成できます。

• 給与データ（毎月の各個人ごとの給与総額）を登録しておけば月変等のチェックが行えます。

• 覚書はメモ項目として活用できます。



会社情報と個人情報

5

会社情報

「基本データ」「社会保険」「雇用保険」タブの中
の情報を入力してください。

個人情報

名前や社会保険の加入情報を入力してください。

※国籍・在留資格・在留カード番号などの情報は「社会・雇用保
険関係」タブに登録してください。



「建設業申請」機能の起動
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「全ての処理ファイル」

ボタンから、グループ
「その他」の「建設業申
請」を選択して「開く」
ボタンをクリックします。



事前準備① 会社基本情報
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マスターの「会社情報」「許可番号」「事業年度」の情報
を入力して「登録」します。

⚫ 各帳票に共通の基本情報を作成します。会社情報は「基本データの取込み」ボタンから、事業所台帳の登録内容を会社情報に、
事務所情報の登録内容を行政書士情報に読み込むことができます。これらの情報は会社情報フォーム内で直接入力しても構いま
せん。

⚫ 各フォームでは最後に「登録」ボタンをクリックします。



「建設業申請」メイン画面構成
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メイン画面上部「マスター/許可申請①/許可申請②/事業年度/
予備/管理表」ボタンをクリックすると、各関連メニューに切り
替わります。

⚫ マスター：各帳票に適用される会社名、所在地や許可番号などを登録しておきま
す。

⚫ 許可申請①：許可申請の様式1～11号、11号2を作成できます。

⚫ 許可申請②：許可申請の様式12～22号2を作成できます。

⚫ 事業年度：事業年度関係の工事経歴書や財務諸表を作成できます。

⚫ 予備：複数作成する様式の予備やあまり使用しない様式を収録しています。

⚫ 管理表：建設業許可を管理している事業所の許可番号、許可年月日、決算日等の
マスターデータを表示します。

マスター処理

許可申請①処理

許可申請②処理

事業年度処理

予備処理



共通操作 様式作成画面
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入力

「入力」ボタンがある様
式についてはこちらから、
無い様式はシート上で直
接入力・編集します。

印刷

作成画面の帳票を
A4普通紙に印刷
します。

拡大・縮小

表示している画面
を拡大または縮小
します。

データ読込

保存データを読み込みま
す。※編集画面にデータ
を戻して作業の続きをお
こなうことはできません。

MENUへ

経審申請メイン画面に戻
ります。※右上の×から
戻らないでください。

データ保存

表示している様式作成画面に名前
を付けて保存します。ファイル名
には作成日時点の日付が自動表示
されますが、手入力により編集す
ることも可能です。

⚫ データ保存時につけるファイル名は、事業年度や第○期などとすると、後

で過去数年分のデータを確認する際に便利です。

⚫ 「入力」ボタンがある様式は、フォームに記載されている入力規則（半角

全角・スペース等）に従って入力してください。

⚫ 上図で説明している他に、様式ごとに特有の個人情報の取込、取り消し線

の切替、データの並び替え、印刷画面の切替ボタンなどがあります。

⚫ 工事経歴書、工事施工金額、財務諸表については後述で作成方法を詳しく

説明しています。



事業年度

工事経歴書の作成 工事データの登録①
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⚫ 未成工事：未成工事には「未」を選択してください。完成工事は並び替えの際に自動的に入力されます。

⚫ 元請又は下請の別：経営事項審査を受ける場合の並び替えに使用します。

⚫ 主任技術者・監理技術者：該当するものには「レ」を選択してください。

⚫ 工事進行基準が適用されている完成工事高：印刷する際に「請負代金の額」の上段に（）書きで表示されます。

⚫ 請負代金は1,000円単位で入力してください。

⚫ 建設工事の種類が複数ある場合は、保存データを作成することで、後で読み込んで再編集できます。

⚫ 注文者・市区町村名など同じ入力データを入力する場合は、コピー＆ペーストができます。

１．「完成工事高」ボタンで合計欄に印刷する

データを登録します。

２．「建設工事の種類」をプルダウンで選択し

工事データを入力します。

メイン画面から「事業年度：工事経歴書」をクリックして編集画面を開きます。

「うち 元請工事」に入
力すると、経審を受ける
場合の参考として請負工
事の70％の金額が表示さ
れます。



事業年度

工事経歴書の作成 工事データの登録②
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⚫ 「並び替えA」は完成工事の請負代金が大きい順に並び替えます。経営審査を受けない場合に使用します。

⚫ 「並び替えB」では完成工事を元請工事請負代金の大きい順に並び替えます。請負代金が元請工事の合計の70％を越えた部分
から、完成工事の元請工事と下請工事を請負代金の順に並び替えます。経営審査を受ける場合はこちらを選択してください。

⚫ 注文者・市区町村名など同じ入力データを入力する場合は、コピー＆ペーストができます。

⚫ 並び替えが正しくおこなわれない場合は、「未成工事」の欄を一度すべて消し、設定し直してから再度「並び替え」をお試し
ください。

１．「現在データ」ボタンから登録したデータの

工事高や件数を確認します。

２．「並び替え」ボタンで並び替えを実行します。

経営審査を受ける場合は
「並び替えB」、それ以
外は「並び替えA」



事業年度

工事経歴書の印刷
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⚫ 「書体切替」ボタンで様式のフォントをゴシック⇔明朝で切り替えることができます。

⚫ 工事データ入力画面上の「印刷」ボタンはシート上に登録されている工事データを印刷します（提出用ではありません）。

⚫ 様式の合計欄には「完成工事高」で登録した内容が印刷されます。

１．「印刷シート」ボタンから画面

を切り替えます。

２．ページ指定で印刷するページを表

示して「印刷」ボタンから印刷し

ます。



事業年度

工事施工金額の作成
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１．「読込」ボタンで事業年度を読み

込み、工事の種類ごとの施工金額

を入力します。

２．工事施工金額を入力後、「計

表示」ボタンで合計部分を計算

します。

メイン画面から「事業年度：工事施工金額」をクリックして編集画面を開きます。

1

2

「計表示」により1段目
または3段目の合計部分
が集計

⚫ 「読込」ボタンから指定する事業年度は今期のみを記載する場合は「直前1年」、直前3年を記載する場合は「直前3年」にチェッ
クを入れます。表示ページは、工事の種類の件数によって2枚分、3枚分を選択してください。

⚫ 工事施工金額は1,000円単位で入力してください。

⚫ 工事施工金額入力後の「計表示」は、直前1年分の場合は「1段目計算」、直前3年分の場合は「3段目計算」ボタンで集計します。
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事業年度

財務諸表の作成①
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編集画面では1円単位で入力してください。
印刷する時に「入力モード」から「印刷モー
ド」に切り替えると、1,000円単位に切り替
わります。

事業年度のメイン画面から、財務諸表を編集
するページをクリックします。

⚫ 表紙は都道府県によっては提出する必要がありません。事業年度や会社名はマスターの登録情報が表示されているので、確認し
て印刷してください。

⚫ 「入力モード」ボタンは、切り替わると「印刷モード」ボタンに表示が変わります。

⚫ 「前ページ」「次ページ」ボタンで現在編集の前または後の編集ページに切り替わります。「クリア」ボタンで表示ページの手
入力箇所がクリアされます。

入力モードでは自動計算箇
所が黄色表示になります

印刷モード



事業年度

財務諸表の作成② 損益計算書・株主資本等変動計算書

15

損益計算書では、入力後に「税抜き処理」ボタンから、
「完成工事高」「売上原価」と「販売費及び一般管理
費」の選択した項目を108などで割り、差分を営業外収
益の「その他」に加算します。※「税抜き処理」は２回
以上おこなわないでください。

⚫ 「率の切り換え」から、適用する税率を切り換えることができます。

⚫ 「税抜き処理」は形式的に税抜きにするもので、実際の税抜きの値にな
るものではありません。

⚫ 完成工事原価のうち「労務費」は税抜きにはしません。税抜き処理によ
り「営業外収益」がマイナスになる場合は、この「労務費」を直接調整
してください。

株主資本等変動計算書では、「参考：純資産」ボ
タンから、貸借対照表の純資産を表示し、期末残
高との相違を確認できます。

⚫ 入力で一部マイナス（－）で入力する箇所は、△で表示されま
す。

⚫ 「参考：純資産」ボタンで貸借対照表と相違があった場合は
「??」と表示されます。



事業年度

財務諸表の作成③
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編集後、表示ページを「印刷」または「すべて
印刷」で全ページを印刷します。

⚫ 都道府県によっては各ページ右下の番号（「1」～「8」）が
不要な場合があります。「右下の№表示切替」ボタンで、番
号の表示/非表示を切り替えることができます。

⚫ 過去分を後で出すことの多い財務諸表では、保存データを作
成しておくことをおすすめします。財務諸表の保存データは
ページごとの作成になります。

印刷は必ず「印刷モード」の状態で
おこなってください。



予備様式
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※１．メイン画面の「予備」タブからは、「廃

業届」「始末書」などの頻繁に使用しない

様式を収録しています。

※２．「県用紙」は、マスターの「用紙取込」で

追加した県の独自様式を使用することがで

きます。

管理表では、管理している全事業所の許可番号、
許可年月日、決算年月日等のマスターデータを
一覧で表示します。

複数事業所の管理にお使いください。

管理表

※2

※1


